
報 道 機 関 各 位

令和８年(2026年)８月24日（月）配付

項 目 北海道高等学校「みらいの教員育成プログラム」について

配付資料 年間計画及び内容（斜網地区・北見地区・遠紋地区）

道教委では、教員を目指す高校生に向けて、教員の仕事を理解し、教員へ

内容及び の意欲の高揚を図るため、北海道教育大学と連携し、各管内で「みらいの教

報道に当 員育成プログラム」を実施しています。

たっての オホーツク管内においても、５校の高校の生徒が参加していますので、お

お願い 知らせします。

１ 「みらいの教員育成プログラム」の趣旨

(1) 高校段階から教員の仕事を理解し、教員になるための素養を高める

とともに意欲の高揚を図る。

(2) 小・中学校及び高校等の教員を志す生徒の増加により、教員不足の

解消につなげる。

２ 実施校

※準拠点校（準拠点校を３ブロック（網走、北見、遠紋）に設置）

網走南ケ丘高校（全日制）・北見柏陽高校・遠軽高校（全日制）

３ プログラムの内容について（別紙 年間計画及び内容のとおり）

(1) 北海道教育大釧路校による遠隔講義（６月～７月、11月～12月）

(2) 管内小学校等における学校実習（８月～11月、12月）

４ 取材申込等

下記担当窓口あてに電話連絡で受付

北海道教育庁オホーツク教育局

担当窓口
教育支援課長 髙野 智史

電話：0152ｰ41ｰ0755 内線：3200

学校名 人数

北見北斗高等学校 ３名

北見柏陽高等学校 ７名

網走南ケ丘高等学校 ７名

遠軽高等学校 ５名

興部高等学校 １名

計 23名



令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6年 ） ２ 月 2 0日 
                         オホーツク教育局学校教育指導班作成 

 
北海道高等学校「みらいの教員育成プログラム」（オホーツク管内）に係る年間計画及び内容 
 
【準拠点校：北海道網走南ケ丘高等学校】（斜網地区高等学校） 
○ 内容及び日程（★に焦点化するための内容） 
回 実施日時 開催会場 項目 主な内容 時数 曜日 

１ 
（前） 

６月18日
(木) 
15:30 

～16:40 

自校 
（北教大との
オンライン） 

１ オリエンテーション 
２ 学校実習事前指導 

１ オリエンテーション（70分） 
・プログラムの概要説明（趣
旨・目的・計画等） 

・北海道教員育成指標とプログ
ラムで育成する資質・能力 

・教師の役割について＜小・中
学校を振り返る＞ 

1.4 平日 

１ 
（後） 

６月19日
(金) 
15:30 

～16:50 

  ２ 学校実習事前指導（80分） 
・日程、諸注意、実習の記録、

持ち物等 
・科目の目標を踏まえ、学校実

習の目的の確認 
・学校実習の目標の設定 
・授業・学校生活を見る視点の

設定、交流 

1.6 平日 

２ ８月下旬 
～11月 
課業日 

オホーツク
管内 

小学校 

３ 学校実習① ・授業を見る活動、遊ぶ活動、 
児童支援、管理職等講話、 
担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

３ オホーツク
管内 

小学校 

４ 学校実習② ・授業を見る活動、遊ぶ活動、 
児童支援、管理職等講話、 
担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

★４ オホーツク
管内 

小学校 

５ 学校実習③ ・教員の立場を体験する活動（レ
クリエーション、朝・帰りの会
等） 

・担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

５ 
（前） 

12月10日 
（木） 
15:30～
16:40 

自校 
（北教大との
オンライン） 

 

６ プログラ
ムのまとめ 

１ 学校実習の振り返り（60分） 
 ・各自で設定した目標を踏ま

え、学校実習を振り返る。 
 ・各自で設定した授業を見る視

点を踏まえ、学校実習を振り
返る。 

 ・振り返りの内容の交流 
２ 講義・演習①（10分） 
 ・教職の魅力、教師に求められ

る役割 

1.4 平日 

５ 
（後） 

12月11日 
（金） 
15:30～
16:50 

  ２ 講義・演習②（80分） 
 ・学校で起こる生徒指導上の問

題場面の事例研究、議論 
・本日の振り返り・次回の確認 
・発表準備について 

1.6 平日 

★６ 12月22日 
（火） 
9:00～ 
15:30 

（予定） 

網走南ケ丘
高校 

（対面授業） 
 

７ まとめの 
発表 

(1) 発表準備（午前３時間） 
(2) プログラムで学んだこと等に

ついて発表（午後２時間） 
※ 遠隔地の場合も、準拠点校で

の集合参加することが必要 

５ 平日 

35単位時間 
内訳：平日６回（35） 

※ １、５、６回は同日開催、２～４の学校実習は各学校の状況に応じて日程を調整 
※ 学校実習の学校には、義務教育学校（前期課程）を含む。 

※ オンライン学習の開催方法は「北海道教育大学の授業の受講」であり、学校外での学修と
しての単位認定 

 
 
 
 

別紙２ 



令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6年 ） ２ 月 2 0日 
                         オホーツク教育局学校教育指導班作成 

 
北海道高等学校「みらいの教員育成プログラム」（オホーツク管内）に係る年間計画及び内容 
 
【準拠点校：北海道北見柏陽高等学校】（北見地区高等学校） 
○ 内容及び日程（★に焦点化するための内容） 
回 実施日時 開催会場 項目 主な内容 時数 曜日 

１ 
（前） 

６月25日
(木) 
15:30 

～16:40 

自校 
（北教大との
オンライン） 

１ オリエンテーション 
２ 学校実習事前指導 

１ オリエンテーション（70分） 
・プログラムの概要説明（趣
旨・目的・計画等） 

・北海道教員育成指標とプログ
ラムで育成する資質・能力 

・教師の役割について＜小・中
学校を振り返る＞ 

1.4 平日 

１ 
（後） 

６月26日
(金) 
15:30 

～16:50 

  ２ 学校実習事前指導（80分） 
・日程、諸注意、実習の記録、

持ち物等 
・科目の目標を踏まえ、学校実

習の目的の確認 
・学校実習の目標の設定 
・授業・学校生活を見る視点の

設定、交流 

1.6 平日 

２ ８月下旬 
～11月 
課業日 

オホーツク
管内 

小学校 

３ 学校実習① ・授業を見る活動、遊ぶ活動、 
児童支援、管理職等講話、 
担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

３ オホーツク
管内 

小学校 

４ 学校実習② ・授業を見る活動、遊ぶ活動、 
児童支援、管理職等講話、 
担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

★４ オホーツク
管内 

小学校 

５ 学校実習③ ・教員の立場を体験する活動（レ
クリエーション、朝・帰りの会
等） 

・担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

５ 
（前） 

12月８日 
（火） 
15:30～
16:40 

自校 
（北教大との
オンライン） 

 

６ プログラ
ムのまとめ 

１ 学校実習の振り返り（60分） 
 ・各自で設定した目標を踏ま

え、学校実習を振り返る。 
 ・各自で設定した授業を見る視

点を踏まえ、学校実習を振り
返る。 

 ・振り返りの内容の交流 
２ 講義・演習①（10分） 
 ・教職の魅力、教師に求められ

る役割 

1.4 平日 

５ 
（後） 

12月９日 
（水） 
15:30～
16:50 

  ２ 講義・演習②（80分） 
 ・学校で起こる生徒指導上の問

題場面の事例研究、議論 
・本日の振り返り・次回の確認 
・発表準備について 

1.6 平日 

★６ 12月24日 
（木） 
9:00～ 
15:30 

（予定） 

北見柏陽 
高校 

（対面授業） 
 

７ まとめの 
発表 

(1) 発表準備（午前３時間） 
(2) プログラムで学んだこと等に

ついて発表（午後２時間） 
※ 遠隔地の場合も、準拠点校で

の集合参加することが必要 

５ 平日 

35単位時間 
内訳：平日６回（35） 

※ １、５、６回は同日開催、２～４の学校実習は各学校の状況に応じて日程を調整 
※ 学校実習の学校には、義務教育学校（前期課程）を含む。 

※ オンライン学習の開催方法は「北海道教育大学の授業の受講」であり、学校外での学修と
しての単位認定 

 
 
 
 

別紙２ 



令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6年 ） ２ 月 2 0日 
                         オホーツク教育局学校教育指導班作成 

 
北海道高等学校「みらいの教員育成プログラム」（オホーツク管内）に係る年間計画及び内容 
 
【準拠点校：北海道遠軽高等学校】（遠紋地区高等学校） 
○ 内容及び日程（★に焦点化するための内容） 
回 実施日時 開催会場 項目 主な内容 時数 曜日 

１ 
（前） 

７月２日
(木) 
15:30 

～16:40 

自校 
（北教大との
オンライン） 

１ オリエンテーション 
２ 学校実習事前指導 

１ オリエンテーション（70分） 
・プログラムの概要説明（趣
旨・目的・計画等） 

・北海道教員育成指標とプログ
ラムで育成する資質・能力 

・教師の役割について＜小・中
学校を振り返る＞ 

1.4 平日 

１ 
（後） 

７月３日
(金) 
15:30 

～16:50 

  ２ 学校実習事前指導（80分） 
・日程、諸注意、実習の記録、

持ち物等 
・科目の目標を踏まえ、学校実

習の目的の確認 
・学校実習の目標の設定 
・授業・学校生活を見る視点の

設定、交流 

1.6 平日 

２ ８月下旬 
～11月 
課業日 

オホーツク
管内 

小学校 

３ 学校実習① ・授業を見る活動、遊ぶ活動、 
児童支援、管理職等講話、 
担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

３ オホーツク
管内 

小学校 

４ 学校実習② ・授業を見る活動、遊ぶ活動、 
児童支援、管理職等講話、 
担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

★４ オホーツク
管内 

小学校 

５ 学校実習③ ・教員の立場を体験する活動（レ
クリエーション、朝・帰りの会
等） 

・担任教諭等との振り返り（省
察、若手教員との交流含む）等 

８ 平日 

５ 
（前） 

11月26日 
（木） 
15:30～
16:40 

自校 
（北教大との
オンライン） 

 

６ プログラ
ムのまとめ 

１ 学校実習の振り返り（60分） 
 ・各自で設定した目標を踏ま

え、学校実習を振り返る。 
 ・各自で設定した授業を見る視

点を踏まえ、学校実習を振り
返る。 

 ・振り返りの内容の交流 
２ 講義・演習①（10分） 
 ・教職の魅力、教師に求められ

る役割 

1.4 平日 

５ 
（後） 

11月27日 
（金） 
15:30～
16:50 

  ２ 講義・演習②（80分） 
 ・学校で起こる生徒指導上の問

題場面の事例研究、議論 
・本日の振り返り・次回の確認 
・発表準備について 

1.6 平日 

★６ 12月23日 
（水） 
9:00～ 
15:30 

（予定） 

遠軽高校 
（対面授業） 

 

７ まとめの 
発表 

(1) 発表準備（午前３時間） 
(2) プログラムで学んだこと等に

ついて発表（午後２時間） 
※ 遠隔地の場合も、準拠点校で

の集合参加することが必要 

５ 平日 

35単位時間 
内訳：平日６回（35） 

※ １、５、６回は同日開催、２～４の学校実習は各学校の状況に応じて日程を調整 
※ 学校実習の学校には、義務教育学校（前期課程）を含む。 

※ オンライン学習の開催方法は「北海道教育大学の授業の受講」であり、学校外での学修と
しての単位認定 

 
 

別紙２ 


